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　近年，カキ‘太秋’は今までにない食感と品質の良さ
で栽培面積が増加傾向にある。しかし，条紋が発生し，
そこから周辺の果皮が黒変して外観を大きく損ないやす
く，経営上の大きな問題になっている。そこで，袋掛け
の時期や袋の材質が条紋からの汚損発生や果実品質にど
のように影響するか検討したので，その結果を報告する。
１．材料および方法
　７～９年生‘太秋’３樹を供試し，２００１～２００３年にブ
ドウ袋（白色撥水紙），カキ袋（白色撥水紙）およびポ
リ袋（０．０３mmの透明）を用いて，７月１日から１月お
きに１０月１日まで，１区２１果ずつ袋掛け処理を行った。
収穫は１１月５日に行い，汚損程度，果重，赤道部果皮色
（カラーチャート値），果肉硬度（赤道部）および糖度
（Brix）を調査した。
２．結果および考察
　条紋からの汚損発生は，年度による振れがややあるも
のの，時期的には８月１日処理区と９月１日処理区が他
の区より少なかった。また，カキ袋とブドウ袋がポリ袋
や無袋よりも汚損果の発生は少なかった（第１図）。
　果重は処理区間に大きな差はなかった（第１表）。果
皮色は袋掛け時期が遅くなるほどやや良くなる傾向がみ
られたが，いずれも無袋区と大きな差はみられなかった
（第１表）。糖度は処理区間に大きな差はみられなかった
（第２図）。
　以上の結果より，白色撥水紙（ブドウ袋，カキ袋）を
果実の条紋発生以前に掛けることにより汚損の発生が軽
減できることが認められた。
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第１表　袋掛けの時期および袋の材質がカキ‘太秋’の果重，果皮色，果肉硬度に及ぼす影響

果肉硬度（lbs）赤道部果皮色果重（g）試　　験　　区
４．９４．４３７３無　　袋
４．４４．２４１４ポリ袋７月１日処理
４．６４．１４０２ポリ袋８月１日処理
５．０４．４３９６ポリ袋９月１日処理
４．３４．５４０８ポリ袋１０月１日処理
４．６４．３４０５ポリ袋平均
５．０４．３４０７カキ袋７月１日処理
４．８４．４３８０カキ袋８月１日処理
４．７４．５３７６カキ袋９月１日処理
４．２４．５４０９カキ袋１０月１日処理
４．７４．４３９３カキ袋平均
５．２４．２３８４ブドウ袋７月１日処理
５．０４．２３８７ブドウ袋８月１日処理
４．８４．４４１７ブドウ袋９月１日処理
４．１４．６４０５ブドウ袋１０月１日処理
４．８４．３３９８ブドウ袋平均

注）果皮色は農水省カラーチャート値による。
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第１図　袋掛けの時期および袋の材質がカキ‘太秋’の果実汚損
発生に及ぼす影響

注）汚損程度：０（無），１（微），２（軽），３（中），４（甚）。

第２図　袋掛けの時期および袋の材質がカキ‘太秋’の糖度
（Brix）におよぼす影響
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